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私
た
ち
は
　
地
域
住
民
の
皆
様
に
安
全
で
質
の
高
い

医
療
・
福
社
を
効
率
か
つ
継
読
的
に
提
供
す
る

基
本
方
針

れ
た
ち
は
　
地
域
中
核
病
院
を
有
す
る
法
人

と
し
て
　
医
療
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
質
の

高
い
保
健
・
医
療
・
福
社
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

通
し
て
　
地
域
社
会
と
と
も
に
発
展
を
目
指
し

ま
す

私
た
ち
は
　
患
者
様
や
利
用
者
の
方
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ト
を
守
る
と
と
も
に
　
権
利
を
尊
重
し

根
拠
に
基
づ
い
た
医
療
・
福
社
サ
ー
ビ
ス
を

誇
力
を
持
っ
て
提
供
で
き
る
よ
う
努
力
し
ま
す

れ
た
ち
は
　
経
営
の
安
定
と
飢
織
の
活
性
化
を

図
る
こ
と
に
よ
り
　
職
員
の
働
き
が
い
を
追
求

す
る
と
と
も
に
　
職
員
の
生
活
が
安
定
し
向
上

す
る
よ
う
努
力
し
ま
す

老
健
運
営
方
針

①
明
る
く
健
や
か
で
　
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
が

送
れ
る
よ
う
に
　
愛
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
と

思
い
や
り
の
精
神
を
持
っ
て
実
践
す
る

②
医
療
の
中
で
生
き
る
喜
び
を
感
じ
取
ね
る
こ
と
と

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
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と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
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具
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「ひなまつけ上1左ちなんで、3月上旬、入

所者の皆さん暉甘酒
‐
を螂しはした。各フロア

ごとで作りたこの甘酒を配り、味と匂い、そ
して職員との会話を楽しんでいただきました。

甘酒があると知って、フロアにはいつもよ

り多<の入所者様が早い8寺間帯から集まって

おぅれ、職員が運んで<るのをいまかいまか
こ待うて々 えました。配り始めると甘い匂い
|=誘われて、さらに多<の方が集まってみえました。入所者様たちはコップー杯の甘酒

をおいしそうに味わってみえ、「香りがいいね」、「甘いね」、「温かいね」といった

声と、嬉しそうな笑顔がた<さん見られました。隣の席の入所者様同■が「おいしい

ね」、「ここで飲めるなんて良かつたね」とお話されている姿もありました。

中にぃ:「o代わりしてもいい ?」 と声をかけて下さる入所者もみえ、皆さんに喜んで

ら
量ξ[虐拿全墾Eと碁璽Z再こし、なかなか外の空気を感じる機会の少ない入所

者様が由季を感じ、楽
.し

ぃ気持ちヒなって

書言!「
災詳嘗標F墜象

:積
‐‐膚阜が明ろ<今後も季節の節ロギと薩12っ しを行事を1

過ごせる施設作りを目指していきたいと思t     .´    .
ご協力いただいた食童の皆さん、ありがとうございまし.た

。|   ・

力層‐下機‐能‐や―誤‐鳴―の識 ま
3月 5日、毎月第 1水躍日午前10時から 1時間ほど老人保健施設で家族介 護教室

を開催しました。

老人保健施設の利用者のご家族、地域の方々を対象に、今回は老人保健施設で管理

栄養士をしている伊藤が高齢者の食事に関して「鳴下機 能‐や誤鳴 の予 防Jのテー

マで講師を務めました。

晰下についての体の仕組みから老化による体の変化について、高齢者の晦下訓練万

法、誤晦性肺炎、脈下補助食品を用いた食事についてまでの講義をしていただきました。

今回は、実践的にコーヒー牛乳と晦下補助食品 (ト ロミバーフェクト)を混ぜてト

ロミをつける作業と試食を体験していただきました。

参カロ者の中には「ほう、このようなトロミ

であればあせることはな<食べられる」と感

心した様子。「肺炎といえば風邪からという

イメーブがありましたが、誤脈で発病するな

んて 0000」 と驚いてみえる方もみえまし

た。            .
今回の勉強会を通して、少しでも高齢者の

特徴を理解していただき、食事を通して何を

注意して介護すれば良いのかを理解していた

だいたのではないかと思います。

酒鶯・
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テマション法人QCサァクIL輝営ぜ準翡議h
平成 19年 11月 26日 0に、院内で

第 4回QC大会が開催されました。老健

からは、通所リハビリが「入 浴 の満

足度 向上 を 目指 してJという演題

で発表し、準優 勝 を受賞しました。

通所リハビリでは、今年度、入浴につ

いて見直しを行い、皆様からの意見をも

とに (アンケートを実施)、 体の洗い方

の強さやお湯の温度など、その方に最適

な入浴を検討するとともに、より1央適な

環境を作ること|こ努めてきました。

その結果、少しずつですが満足度は向上しており、「アンケートを実施してから職員のマ

ナーが良くなった」という嬉しいご意見もいただけるようになりました。

今後も皆様の声を大切にし、皆様に喜んでいただけるサービスを目指していきたい

と思います。

な雛人形に入所者様も興味津々で、「どんなものか見

に来たよ」とホールまで降りてきて下さいました。職

員が人形を出したり、並べたりする様子を見ながら、

「あれはあっちやないかな」とか「音は私も娘のため

に出しだもんやわ」といった声が間かれ、思い出話に

花を咲かせながら楽し<飾り付けを行うことができま

した。

飾られた雛人形は大変綺麗で、一足早い春の暖かそうな空気を施設に運んで<れたよ

うな気がします。リハビリ等でホールを訪れる入所者様の中には人形を見て立ち止ま

り、笑つて戻つていかれる姿が見られることもあり、こうした行事が入所者様にとつて

良い束」激になつて<れているのであれば嬉しいなと感じます。

5月 7日困 事務から   [医 療、介護の現状と今後]に
ついて開催いたします。

時間 :午前 11:00～
場所 :老人保健施設 1階リハビリ室

4月の家族介護教室は高齢者やそのご家族を支える制度につい

て、皆さんに知っていただ<機会になればと思っております。

多<の方の参加をお待ちしております。

4月 2日困 支援相談員から[青年後見入制度]
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昭和の日
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霧感よ り4翻 窯電お褥見予魔

予定 :譲豊壼 :こ なる撃台が轟攀漁寧券で、構了承帯本しヽ.


